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１． 研究目的 

 

 本研究の目的はマイノリティ（中南米でのコリ

アンディアスポラ）が中南米という慣れない土地

でどのようにアイデンティティを確立したか明ら

かにする．対象期間は南米への移民が始まった

1905 年から現在までとする．移住した時期によっ

て目的，要因，生活レベルが異なる．年代ごとに

移民を調査することで現地社会との関係性がわか

る．近年，国際的にグローバル化が進むことで移

民が増加している．移民が現地社会と調和するこ

とは大きな課題となっている．本研究では多国籍

国家を進めている中南米で，どのように多様化を

推し進めているのか研究するとともに，移住者の

アイデンティティの確立を研究する． 

 グローバル化したことで広がる人の移動は，市

場を広げるなど開けた未来を造る一方で差別や貧

富の格差を広げるなど暗い未来を形成してしまう．

本研究を進めることで多様化を進めている世界で

移住者と現地社会がどのように調和し，課題を解

決するかを研究する． 

 

 

２． 研究実施内容 

 

 研究実施内容としては，中南米諸国の歴史と朝

鮮半島の歴史を照らし合わせながら移住した経緯

を調査した．朝鮮半島からの移住者は「コリアン

ディアスポラ」といえるので，ディアスポラとア

イデンティティの定義をした．研究をする上で「デ

ィアスポラ」「アイデンティティ」「エスニシテ

ィ」など用語が頻出するため，はじめに理解して

おくことが重要だと考える．ロビン・コーエン

（2012）によると，ディアスポラに当てはまる特

徴は 9 つある． 

1.虐殺などのトラウマによる見知らぬ土地への移

住． 

2.仕事を求めたり交易による進出．この場合は大

きな野心を持っており，植民地的野心のため故郷

を離れる． 

3.定住する民族への共感や共同責任感． 

4.祖国を理想とし，その維持・復興・安全・繁栄

を意識する． 

5.祖国への神話的な深い愛着． 

6.故郷と架空の関係しかない，あるいはたまにし

か帰らない場合でも，帰郷運動が起こる． 

7.独自性，共通の歴史，文化的・宗教的遺産を持つ．

民族的な強い意識を持っている． 

8.移住先の社会との関係に問題が多い． 

9.寛容な集落で，豊かで創造的な生活ができる可

能性． 

これらの特徴を踏まえて５つのタイプに分類できる． 

1.犠牲者...ユダヤ人，アフリカ人，アルメニア人が

該当する． 

2.労働...インド人にも適用される．「プロレタリア

ディアスポラ」と呼ばれることもある． 

3.帝国...英国に適用される． 

4.貿易...レバノン人，中国人に適用される． 

5.脱領土化...カリブ族，シンド族，バルジ族に適用

される．"cultural "あるいは "hybrid"． 

移住による国際政治を研究している田所昌幸

（2018）によると「ディアスポラという言葉は 1960

年代から 1970 年代は宗教的な意味は持たなくな

った．人の移動が盛んになったことから悲劇のニ

ュアンスは強くなり，国外追放，政治亡命，外国

居住，エスニック・マイノリティなど，広くディ
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アスポラという言葉に含むようになった」（田所昌

幸 2018）．ディアスポラの特徴を調査するうちに

意味合いが時代とともに多様な形をモーラしてい

ることがわかった． 

次に中南米への移住について歴史を調査すると，

1905 年から第 2 次世界大戦が終結する 1945 年ま

では農業を目的にした契約農業移民だった（Mera，

C 2009）．しかし第 2 次世界大戦が終結し，故郷に

帰国する際に捕虜として生活したことが背景にあ

り第 3 国である南米へ渡らなければいけなかった．

また年代が進むと中南米での工業化が進み，工場

が立ち並ぶため自動車産業など工業を目的にした

移民が増加した（イム・スジン 2018）． 

そして移民の歴史を踏まえてコリアンディアス

ポラの特徴について調査した．韓国の海外移住に

ついて研究している南有哲（1994）によると，特

徴は 3 種類に分類している． 

「移民のカテゴリーは韓国海外移住法によって与

えられている．しかし海外移住法第 4 条および同

施行令第 3 条の規定によれば，移民は以下の 3 種

類に分類される（海外移住法 1964）． 

1）集団移住：韓国側の移住に関する業務を取り扱

う団体と，移住対象国側によって行う移民. 

2）契約移住：韓国側の移住に関する業務を取り扱

う団体と，移住対象国側の移住業務取扱団体との

契約によって行う移民． 

3）特殊移民：外国の政府・団体・個人の招請によ

り,当該外国に 3 年以上居住する個人（但し留学目

的を除く）とその家族の移住，入養あるいは結婚

によって移住する移民」（南有哲 1994 pp.46-47）． 

それぞれの国で時代ごとに変化する海外移住法

もまた，移住者に大きく影響するため，海外移住

法についても調査した．現段階では移住者の人数

が多い大韓民国（韓国），アルゼンチン，メキシコ

の海外移住法を調査している（ソ・ソンチョル 

2004）． 

移民について調査をすすめると年代ごとに移住

目的や要因が変化していることがわかる．また日

本やアメリカ合衆国など周辺国の影響を大きく受

けて移住していることがわかった．どの世代にも

抱える悩みが現地社会との調和となっている．現

地社会との摩擦により社会進出を阻んでいる場合

や，現地社会と溶け込むために自分のコミュニテ

ィ（コリアンとしてのコミュニティ）との関わり

を排除している場合がある．多国籍国家として構

成されているアルゼンチンは早くから移民を受け

入れている．1964 年に韓国で海外移住法が制定さ

れたが 1965 年にはブエノスアイレスへの移住を

公式に受け入れている．多国籍な国づくりを先制

している（Mera,C. 2009）． 

 

 

３． まとめと今後の課題 

 

 中南米へ移住したコリアンディアスポラを研究

しているが，国ごとに移住した人数に差があるた

め研究に苦戦している.また中南米と朝鮮半島が

研究対象なため，日本で調べられる資料に限りが

ある．大韓民国に資料館があるため，来年度は資

料館へ訪れる予定だ．また中南米で研究している

教授と密に連絡を取り，資料を収集していきたい

と考える．今後は国ごとの移民状況を詳しく調

べる．移民が抱える現地社会との調和にどのよ

うに対応しているのか研究する． 
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